
仏
像
画
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
！

２
月
１
９
日
、
寄
贈
の
お
申
し
出
の
あ
っ
た
仏
像
画
を

携
え
て
、二
人
の
方
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
右
は
、
作
者
の
小
田
朝
繁
さ

ん
（
東
員
町
）、
左
は
加
藤
二
三
子

さ
ん
（
鈴
鹿
市
）。
共
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
深
夜
便
の「
こ
こ
ろ
の
時
代
」

で
自
分
の
想
い
を
述
べ
ら
れ
、
在

宅
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
の
場
に
仏
像
画

が
あ
れ
ば
と
、
お
二
人
が
仲
を
取

り
持
ち
実
現
し
ま
し
た
。
お
申
し
出

が
あ
れ
ば
自
宅
に
お
持
ち
し
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

仏
像
は
小
田
さ
ん
の
創
作
で
す
が
、

お
顔
と
ま
な
ざ
し
に
心
引
か
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
人
も
、
そ
の
心
は

大
半
が
顔
の
表
情
に
滲
み
出
る
も
の
で
あ
り
、
顔
か
ら
見

た
日
本
文
化
（
山
折
哲
雄
「
日
本
人
の
顔
」）
が
改
め
て
考

え
ら
れ
、
こ
の
際
に
読
み
直
そ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

語
り
合
い
の
会
の
ご
報
告

時
に
癒
（
い
や
）
し

し
ば
し
ば
和
（
や
わ
）
ら
げ

常
に
慰
（
な
ぐ
さ
）
め
る

２
月
２
２
日
（
日
）
午
後
に
津
市
の

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
多

く
の
悩
み
を
互
い
に
語
り
合
う
場
と

し
て
み
え
生
と
死
を
考
え
る
市
民
の

会
が
開
催
し
ま
し
た
。

大
切
な
家
族
を
亡
く

し
た
こ
と
、
が
ん
や

う
つ
の
体
験
の
つ
ら

さ
な
ど
、
こ
こ
で
初

め
て
言
葉
に
出
来
る

心
の
内
が
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
機
会
の
継
続
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
伊
勢
市
で

も
、
こ
の
よ
う
な
会
が
実
現
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

春
で
す
か
ら
と
、
行
事
の
お
知
ら
せ

認
知
症
と
家
族
の
会

い
せ
の
つ
ど
い
。

３
月
１
９
日
（
木
）
午
後
１
時
半
か
ら

 
 

外
宮
前
・
パ
ル
テ
ィ
い
せ
２
階
に
て

市
民
の
会
講
演
会
「
亡
き
我
が
子
に
導
か
れ
て

死
合
わ
せ
の
中
の
幸
せ
」

鈴
木
中
人
さ
ん
（「
６
歳
の
お
嫁
さ
ん
」
の
作
者
）

４
月
１
９
日
（
日
）
午
後
１
時
半
か
ら

津
市
・
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

休
診
と
臨
時
開
院
の
お
知
ら
せ

だ
い
ぶ
ん
先
の
話
で
す
が
、
５
月
の
大
型
連
休
の
時
の

休
診
日
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

４
月
２
９
日
（
水
・
祝
日
）

４
月
３
０
日
（
木
・
定
期
休
診
日
）

５
月

１
日
（
金
）

５
月

２
日
（
土
）

５
月

３
日
（
日
）

５
月

４
日
（
月
）

５
月

５
日
（
火
）

 
 

５
月

６
日
（
水
）

５
月

７
日
（
木
・
臨
時
開
院
日
）

 
 
 

な
に
と
ぞ
、
よ
ろ
し
く
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
家
が
い
い
ね
」
第
５
８
号

い
せ
在
宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

広
報
月
刊
紙
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自宅での人生を

最期まで支援します

〒516-0805
三重県伊勢市御薗町高向927
電話     0596-20-8104
ファクス  0596-20-8105

mail homecare@kr.tcp-ip.or.jp
http://www.tcp-ip.or.jp/~takuro


